
環境経営レポーﾄ

２０２１年度

（対象期間：２０２１年１０月～２０２２年９月）

発行日：２０２２年１２月１日

株式会社 建工九州



１．組織の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 1

２．認証・登録の対象範囲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 1

３．実施体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 2

４．環境経営方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 3

５．環境経営目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 4

６．環境経営計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 5

７．環境経営計画に基づき実施した取組内容 ・・・・・・・・・・・ P 6

８．環境経営目標の実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 7

９．環境経営計画の取組結果とその評価 ・・・・・・・・・・・ P 8

１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価

　　  の結果並びに違反、訴訟等の有無 ・・・・・・・・・・・ P 9

１１．代表者による全体評価と見直しの結果 ・・・・・・・・・・・ P 9

１２. 次年度の環境経営目標と環境経営計画 ・・・・・・・・・・・ P 10

目　次



１） 事業所名 株式会社建工九州　

　　代表者氏名 代表取締役　山下敦子

２）　所在地 本　社　　　 〒819-0166　福岡県福岡市西区横浜1丁目1751番地

３）　環境管理責任者 三浦　秀一

　　　　担当者氏名 橋本　奈美

　　　　連絡先 ＴＥＬ　092-807-7774 　　ＦＡＸ 　092-807-7704

Ｅメールアドレス　　kenko@y8.dion.ne.jp

４）　事業の内容 土木工事業、とび･土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、管工事業

福岡県知事許可（特ー2）　第 ７７３８７号

管工事業

福岡県知事許可（般ー３）　第 ７７３８７号

５）　事業の規模

単位 本社

従業員数 人 7

延床面積 ㎡ 23

６）　事業年度 １０月～翌年９月

２．認証・登録の対象範囲

１)　事業活動 土木工事業、とび･土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業

２)　対象事業所
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本社

1.　組織の概要

総売上額：15,682万円(2021年10月～2022年9月)



３．実施体制
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総務部門

部門長

工事部門

部門長

建設現場

EA21委員会 EA21事務局

代表者

山下　敦子

環境管理責任者

三浦　秀一



　4．環境経営方針

　株式会社建工九州は、地域の発展に寄与し成長する会社として

　建設業を通じ、地域の自然並びに環境保護の責務を強く認識

　しなければならない。

　環境保護において、当社が課すべき役割を明確にする為、以下

　の５事項に沿い、快適な自然環境の創造を確実にした企業活動

　及び環境経営の継続的改善を実行する。

１、 事業を通じ環境の負荷を軽減するため、水資源使用の

抑制、二酸化炭素及び廃棄物の排出削減に努めると共

に、化学物質の適正管理と建設業を通じた環境配慮工事に

努めます。
２、 関連企業（協力会社）へ環境保全、環境汚染の防止を

働きかけ、継続的に環境改善活動に努めます。
３、 事業活動を通じ、環境関連の法規・条例を遵守します。
4、 本方針を全社員並びに関連企業に周知し、自主的、積

極的に環境改善に努めます。
５、 本方針は外部からの要望に応じて、一般に公開するか

若しくは提供します。
制定日 令和2年6月1日

　　　　株式会社　建 工 九 州
　　　　代表取締役　山下　敦子
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【　環　境　経　営　方　針　】

【　経　営　理　念　】

我が社は、公共事業を通じ

会社並びに社員一同

地域の発展と成長に貢献し

共に成長する



5.環境経営目標

基準年

２０２０年度
２０２１年度
（1％削減）

２０２２年度
（2％削減）

２０２３年度
（3％削減）

2020年10月～2021年9
月

2021年7月～2022年9
月

2022年10月～2023年9
月

2023年10月～2024年9
月

１　　二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素排出量の削減 全社 ｋｇ‐ＣＯ２ 2,422 2,398 2,374 2,349

①  電気使用量の削減 事務所 ｋＷｈ 3,934 3,895 3,855 3,816

② ガソリン使用量の削減 全社 L 455 450 446 441

２　　廃棄物排出量の削減

① 一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 77.3 76.5 75.8 75.0

② 建設廃棄物の再資源化率維持 現場 ％ 100 ９５以上 ９５以上 ９５以上

３　　水使用量の削減

① 事務所の水使用量削減 事務所 ㎥ 25 24.8 24.5 24.3

４　　化学物質の適正な管理

①化学物質安全性データシート(ＳＤＳ)
　の管理

現場

５　　環境に配慮した資材の使用

①再生材使用の推進 現場

６　　工事における提案　　＆　地域貢
献

①積極的な工事提案 現場 件 1 1 1 1

②地域貢献活動の実施 現場 件 1 1 1 1

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、0.347kg-CO2／kWh（九州電力　2018年度調整後排出係数）を使用した。
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化学物質を扱う工事ではＳＤＳを管理する。

工事資材は可能な限り再生材を使用する。

サイト区分 単位

目　　　　標



1 エアコン設定温度を決め、実行する

2 不用な照明の消灯

3 コピー機の節電モードの徹底

4 使用していないパソコンの電源を切る

1 発電機を無駄に稼動しない

2 ソーラー発電機を積極的に採用する

1 アイドリングストップ

2 急発進・急加速・急減速の禁止

1 建設機械等に過剰な負荷を掛けないようにする

2 建設機械等の作業停止時のエンジン停止

1 事務所ごみの量を常に分別して把握し、記録する。

2 コピー用紙の裏紙利用

3 使用済み用紙のメモ紙利用

1 混載の比率を下げる

2 産廃物は可能な限り小割して排出する

3 産廃物はなるべくまとめて排出する

1 節水ラベルを貼る

2 まとめ洗いによる節水

1
化学物質安全性データシート
(ＳＤＳ)　の管理

現場 三浦 1
元請け工事現場で接着剤、塗料、溶剤、混和剤
などの化学物質の使用がある時は、メーカーから
当該化学物質のＳＤＳを取り寄せて保管する。

1 再生資材の使用に努める

2 再生建設資材の情報を常に把握する

1 積極的な工事提案 全社 三浦 1 新工法提案、安全強化提案などを積極的に行う

2 地域貢献活動の実施 全社 橋本 1
地域行事参加、地域清掃活動などにグルー
プ企業として積極的に参加する
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３．水使用量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

５．環境に配慮した資材の使用

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

２．廃棄物排出量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

1 電気使用量の削減

事務所 橋本

現場 三浦

１．二酸化炭素排出量の削減

6.2021年度　環境経営計画

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

三浦

3
軽油使用量の削減
（協力会社への呼び掛けの行動目
標）

全社 三浦

2 ガソリン使用量の削減 全社

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

橋本

2
建設廃棄物の再資源化率維持
（９５％以上）

現場 三浦

1 一般廃棄物排出量の削減 事務所

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

三浦

４．化学物質の適正な管理

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

1 水使用量の削減 事務所

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

1 再生材使用の推進 現場 三浦

６　工事における提案　　＆　地域貢献

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段
スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月



７．環境経営計画に基づき実施した取組内容

　①.電気使用量の削減

写真 写真

写真の説明 写真の説明

写真

写真の説明

写真 写真

写真の説明 写真の説明
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１．二酸化炭素排出量の削減

３．水使用量の削減

啓発用として事務所に掲示 啓発用として事務所に掲示

啓発用として事務所に掲示 啓発用として事務所に掲示

啓発用として事務所に掲示

２．廃棄物排出量の削減



8．環境経営目標の実績
活動期間：2021年10月～2022年9月

基準年
2020年度 目標 実績 目標達成率 結果の評価

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 2,422 2,398.0 1,345.3 178.3% 社用車がなくなった為大幅に抑えることができた

（1）電気使用量削減 kWh 3,934 3,895 3,877 100.5% エコモード等、意識して節電に努めた

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 455 450 0 ― 社用車がなくなった為ガソリン消費はない

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減 kg 77.3 76.5 53.7 142.4% 裏紙にするなど意識してゴミを出さないようにした

産業廃棄物のリサイクル率 ％ 100 95以上 100 105.0% リサイクル率100％を維持している

３．水使用量の削減 m³ 25.0 24.8 20.0 124.0% 意識して節水を心掛けた

４．化学物質使用量の削減 ― SDS管理 SDS管理 ― ―
化学物質を扱う工事ではＳＤＳを管理することが目標
であったが、該当工事が無かった

― 再生材使用 再生材使用 再生材使用 達成
工事資材は可能な限り再生材を使用することが目標
であったが、当社は公共工事主体であり、使用して
いる

６．工事における提案と地域貢献 件 1 1 1 100.0% 今度とも継続する

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、0.347kg-CO2／kWh（九州電力　2018年度調整後排出係数）を使用した。
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単位
2021年10月～2022年9月

５．環境に配慮した資材の使用



９.　環境経営計画の取組結果とその評価

実施状況

エアコン設定温度を決め、実行する ○

不用な照明の消灯 ○

コピー機の節電モードの徹底 ○

使用していないパソコンの電源を切る ○

発電機を無駄に稼動しない ○

ソーラー発電機を積極的に採用する △

アイドリングストップ -

急発進・急加速・急減速の禁止 -

建設機械等に過剰な負荷を掛けないようにする ○

建設機械等の作業停止時のエンジン停止 〇

実施状況

事務所ごみの量を常に分別して把握し、記録する。 ○

コピー用紙の裏紙利用 ○

使用済み用紙のメモ紙利用 ○

混載の比率を下げる ○

産廃物は可能な限り小割して排出する △

産廃物はなるべくまとめて排出する ○

実施状況

節水ラベルを貼る 〇

まとめ洗いによる節水 ○

実施状況

化学物質安全性
データシート
(ＳＤＳ)の管理

現場
元請け工事現場で接着剤、塗料、溶剤、混和剤などの化学
物質の使用がある時は、メーカーから当該化学物質のＳＤ
Ｓを取り寄せて保管する。

―

実施状況

再生資材の使用に努める ○

再生建設資材の情報を常に把握する ○

実施状況

積極的な工事提
案

全社 新工法提案、安全強化提案などを積極的に行う ○

地域貢献活動の
実施

全社
地域行事参加、地域清掃活動などにグループ企業とし
て積極的に参加する

〇

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった
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5.環境に配慮した資材の使用
活動項目 1年間の評価

6.工事における提案　＆　地域貢献

3.水使用量削減
活動項目 1年間の評価

期間中該当工事無し

水使用量の削減 事務所
節水ラベルを貼り付けた。
今後も意識して取り組みた
い。

4.化学物質使用量の削減
活動項目 1年間の評価

活動項目 1年間の評価

一般廃棄物排出
量の削減

事務所

今後も事務所ごみの分別と計
量をしながら削減に努める。

建設廃棄物の排出は工事コス
トにも係わることから、決め
られた取組を引き続き徹底し
たい。

建設廃棄物の再
資源化率維持
（９５％以上）

現場

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目 1年間の評価

2.廃棄物排出量削減

現場

全社

全社

電気使用量削減

事務所での節電活動は徹底出
来ており、今後も継続して取
り組みたい。
工事現場では発電機の無駄な
稼働抑止は出来ている。
ソーラー発電機の積極使用は
資材整備も必要な事から、引
き続き努力したい。
建設機械の作業停止時エンジ
ン停止については引き続き協
力会社への指導を行う。

ガソリン使用量
の削減

軽油使用量の削
減（協力会社への
呼び掛けの行動目
標）

事務所

地域清掃活動はグループ会社
として共同で行っている。

再生材使用の推
進

現場

元請工事は公共工事であり、
再生資材を優先的に使用して
いる。
再生資材の情報は把握してい
る。

工事提案は業務受注のための
重要な要素であるので積極的
に行っている。

活動項目 1年間の評価



１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
    並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。
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基準適合車使用

河川法 河川管理者の許可

1１．代表者による全体評価と見直しの結果

2022年9月30日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価しました。

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟等はありませんでした。

　今年度の省エネ、廃棄物削減・管理、節水の基本的な取り組みは概ね出来ています。
　目標値をほぼクリアしており、今後もしっかりと対策しながら取り組んでいこうと思います。
　工事提案や地域貢献については企業価値向上と社会貢献の一環として積極的に行っていきます。

特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律
(オフロード法）

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処
理法）

振動規制法

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出、マニフェストの交
付・回収・保管の適正処理及び行政報告

騒音規制法
特定建設作業の届出、建設現場での機械使用時の騒音レベル
の遵守

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律
(建設リサイクル法）

発注者への書面交付・報告、下請け業者への告示、特定建設
廃棄物の再資源化

悪臭防止法 工事に伴う悪臭発生の防止

特定建設作業の届出、建設現場での機械使用時の振動レベル
の遵守
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１２．次年度の環境経営目標と環境経営計画
　2022年度(2022年10月～2023年9月)の環境経営目標と環境経営計画については今年度の成果を
　維持しつつ、より向上できるようしっかりと取り組んでいきたいと思います。

　・　環境経営目標は「５．環境経営目標」に記載している。
　・　環境経営計画は以下の通りである。

1 エアコン設定温度を決め、実行する

2 不用な照明の消灯

3 コピー機の節電モードの徹底

4 使用していないパソコンの電源を切る

1 発電機を無駄に稼動しない

2 ソーラー発電機を積極的に採用する

1 アイドリングストップ

2 急発進・急加速・急減速の禁止

1 建設機械等に過剰な負荷を掛けないようにする

2 建設機械等の作業停止時のエンジン停止

1 事務所ごみの量を常に分別して把握し、記録する。

2 コピー用紙の裏紙利用

3 使用済み用紙のメモ紙利用

1 混載の比率を下げる

2 産廃物は可能な限り小割して排出する

3 産廃物はなるべくまとめて排出する

1 節水ラベルを貼る

2 まとめ洗いによる節水

1
化学物質安全性データシート(Ｓ
ＤＳ)　の管理

現場 三浦 1
元請け工事現場で接着剤、塗料、溶剤、混和剤などの
化学物質の使用がある時は、メーカーから当該化学物
質のＳＤＳを取り寄せて保管する。

1 再生資材の使用に努める

2 再生建設資材の情報を常に把握する

1 積極的な工事提案 全社 三浦 1 新工法提案、安全強化提案などを積極的に行う

2 地域貢献活動の実施 全社 橋本 1
地域行事参加、地域清掃活動などにグループ
企業として積極的に参加する

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段
スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

1 再生材使用の推進 現場 三浦

６　工事における提案　　＆　地域貢献

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

三浦

４．化学物質の適正な管理

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

1 水使用量の削減 事務所

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

橋本

2
建設廃棄物の再資源化率維持
（９５％以上）

現場 三浦

1 一般廃棄物排出量の削減 事務所

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

三浦

3
軽油使用量の削減
（協力会社への呼び掛けの行動目標）

全社 三浦

2 ガソリン使用量の削減 全社

スケジュール

10～12 １～３月 ４～６月 ７～９月

１．二酸化炭素排出量の削減

2022年度　環境経営計画

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

1 電気使用量の削減

事務所 橋本

現場 三浦

２．廃棄物排出量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

５．環境に配慮した資材の使用

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

３．水使用量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段


